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平
成
七
年
度
の
わ
が
国
経
済
は
年
度
前
半
の
急
激
な
円
高
、
設
備

投
資
の
遅
れ
な
ど
か
ら
景
気
後
退
の
様
相
が
強
ま
っ
た
が
、
二
度
に

わ
た
る
公
定
歩
合
の
引
下
げ
な
ど
の
低
金
利
政
策
や
、
海
外
投
融
資

促
進
対
策
な
ど
の
円
高
是
正
策
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
年
度
後

半
に
は
景
気
回
復
過
程
に
入
っ
た
。
こ
う
し
た
な
か
、
金
利
は
低
水

準
で
推
移
し
、
円
高
は
是
正
さ
れ
た
。
ま
た
株
価
は
年
度
前
半
に
一

時
一
万
四
千
円
台
ま
で
急
落
し
た
が
、
そ
の
後
上
向
き
に
転
じ
、
年

度
末
に
は
二
万
一
千
円
台
ま
で
回
復
し
た
。

生
命
保
険
業
界
で
は
、
こ
の
よ
う
な
環
境
の
な
か
、
保
有
契
約
高

の
伸
び
が
二
%
台
に
と
ど
ま
り
、
一
方
資
産
運
用
収
支
は
有
価
証
券

評
価
損
の
減
少
等
に
よ
り
前
年
を
上
回
っ
た
も
の
の
、
住
宅
金
融
専

門
会
社
等
の
不
良
債
権
の
償
却
に
よ
る
費
用
負
担
が
重
く
の
し
か
か

り
、
資
産
運
用
利
回
り
は
三
%
台
に
と
ど
ま
っ
た
。

平
成
七
年
度
の
決
算
の
概
要
を
契
約
面
、
収
支
面
お
よ
び
資
産
面

の
三
つ
の
観
点
か
ら
ま
と
め
る
と
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

増

井

　

一

朗

な
お
、
以
下
の
数
値
お
よ
び
金
額
は
内
国
二
九
社
合
計
に
基
づ
く

も
の
で
あ
る
。

①
　
契
約
面

個
人
保
険
、
個
人
年
金
保
険
、
団
体
保
険
を
合
計
し
た
保
有
契
約

高
は
二
一
三
九
兆
五
三
一
五
億
円
、
対
前
年
二
・
七
%
増
と
前
年
度

の
増
加
率
三
・
七
%
に
対
し
て
更
に
低
下
し
、
保
有
契
約
高
と
し
て

は
戦
後
最
低
の
伸
び
率
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
、
個
人
年
金
保
険
が
伸
展
し
た
一
方
で
、
個
人
保
険
の
転

換
を
含
め
た
新
契
約
高
が
四
年
連
続
し
て
マ
イ
ナ
ス
伸
展
し
た
こ
と

や
解
約
・
失
効
の
増
加
に
よ
り
純
増
加
が
大
き
く
減
少
し
た
こ
と
お

よ
び
団
体
保
険
の
純
増
加
が
大
幅
に
減
少
し
た
こ
と
が
主
な
要
因
と

な
っ
て
い
る
。

②
　
収
支
面

収
入
保
険
料
は
三
〇
兆
五
二
六
億
円
、
対
前
年
増
加
率
一
・
〇
%

と
微
増
に
終
わ
っ
た
。



保
険
金
・
年
金
・
給
付
金
は
合
計
で
一
三
兆
六
八
五
五
億
円
、
対

前
年
増
加
率
六
・
三
%
と
増
加
し
た
。

責
任
準
備
金
繰
入
額
は
、
八
兆
八
七
六
七
億
円
、
対
前
年
五
・
〇

%
減
と
前
年
よ
り
さ
ら
に
減
少
し
た
。

事
業
費
は
、
各
社
と
も
一
層
の
経
営
効
率
化
を
図
っ
た
こ
と
な
ど

に
よ
り
、
四
兆
九
二
五
億
円
、
対
前
年
一
・
五
%
の
減
少
と
な
っ
た
。

資
産
運
用
収
益
か
ら
資
産
運
用
費
用
を
差
し
引
い
た
資
産
運
用
関

係
収
支
は
、
五
兆
八
七
二
一
億
円
、
対
前
年
増
加
率
四
六
・
九
%
と

大
き
く
増
加
し
た
。
こ
れ
は
、
前
年
度
末
に
比
べ
て
株
価
が
上
昇
し

た
こ
と
お
よ
び
為
替
も
円
安
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
有
価
証
券
評
価
損

が
大
幅
に
減
少
し
た
こ
と
が
主
な
要
因
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
一
般
勘
定
資
産
利
回
り
は
前
年
度
を
〇
・
四
五
ポ
イ

ン
ト
上
回
る
三
・
三
三
%
と
な
っ
た
が
、
依
然
と
し
て
低
い
水
準
で

あ
り
、
厳
し
い
運
用
環
境
が
続
い
て
い
る
と
い
え
る
。

以
上
の
結
果
、
経
常
利
益
は
一
兆
五
〇
四
〇
億
円
、
対
前
年
一
二

八
・
六
%
増
と
大
き
く
増
加
し
た
。

③
　
資
産
面

総
資
産
は
、
販
売
お
よ
び
運
用
の
不
振
か
ら
伸
び
悩
み
、
一
八
四

兆
九
七
六
〇
億
円
、
対
前
年
五
・
三
%
増
に
と
ど
ま
っ
た
。

主
な
内
訳
を
み
る
と
、
貸
付
金
は
増
加
資
産
配
分
比
で
三
・
四
%

と
前
年
を
二
九
・
三
ポ
イ
ン
ト
と
大
幅
に
下
回
り
、
総
資
産
構
成
比

平
成
七
年
度
生
保
決
算
の
概
要

で
も
三
六
・
三
%
と
前
年
を
一
・
八
ポ
イ
ン
ト
下
回
っ
た
。

有
価
証
券
は
増
加
資
産
配
分
比
で
一
〇
七
・
四
%
と
二
年
連
続
し

て
大
幅
な
配
分
と
な
り
、
総
資
産
構
成
比
で
も
四
七
・
三
%
と
前
年

に
比
べ
て
三
・
二
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
。
有
価
証
券
の
増
加
資
産
配

分
で
は
、
株
式
が
減
少
し
て
い
る
の
に
対
し
、
公
社
債
の
配
分
比
が

一
〇
四
・
七
%
と
二
年
連
続
し
て
大
幅
な
配
分
と
な
っ
て
お
り
、
価

格
変
動
リ
ス
ク
の
回
避
の
観
点
に
よ
り
株
式
市
場
か
ら
安
定
し
た
債

券
市
場
へ
と
運
用
対
象
の
シ
フ
ト
が
す
す
ん
で
い
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。不
動
産
は
増
加
資
産
配
分
比
で
三
・
一
%
、
総
資
産
構
成
比
で
五

・
三
%
と
ほ
ぼ
前
年
並
で
あ
り
目
立
っ
た
動
き
は
見
せ
て
い
な
い
。

以
上
が
、
平
成
七
年
度
決
算
の
概
要
で
あ
る
が
、
以
下
で
は
上
記

の
三
つ
の
観
点
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
詳
し
く
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

一
 
契
約
の
状
況

1
・
個
人
保
険

個
人
保
険
の
新
契
約
の
推
移
は
表
1
の
と
お
り
で
あ
る
。

新
契
約
件
数
は
一
三
四
五
万
件
、
対
前
年
一
・
二
%
増
と
わ
ず
か

に
増
加
し
て
い
る
が
、
契
約
高
に
お
い
て
は
一
四
八
兆
六
二
八
一
億

円
、
対
前
年
〇
・
五
%
減
と
二
年
連
続
の
マ
イ
ナ
ス
伸
展
と
な
っ
て

お
り
、
平
均
保
険
金
額
も
一
一
〇
四
万
円
と
対
前
年
一
・
七
%
の
マ

六
三
　
(
九
七
九
)



平
成
七
年
度
生
保
決
算
の
概
要

イ
ナ
ス
伸
展
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
、
養
老
保
険
等
の
貯
蓄
性

保
険
の
新
契
約
が
伸
び
た
一
方
で
定

期
付
終
身
保
険
等
の
平
均
保
険
金
額

の
高
い
商
品
の
販
売
が
不
振
に
終
わ

っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

転
換
契
約
の
推
移
は
表
2
の
と
お

り
で
あ
る
。

転
換
件
数
は
平
成
三
年
度
以
降
減

少
し
て
い
た
が
、
平
成
七
年
度
は
対

前
年
増
加
率
〇
・
五
%
と
わ
ず
か
に

増
加
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
金
額
、

純
増
加
と
も
に
依
然
と
し
て
減
少
し

て
お
り
、
こ
の
結
果
、
転
換
占
率
(
「
新

契
約
」
+
「
転
換
契
約
」
に
占
め
る
「
転

換
契
約
」
の
割
合
)
　
は
純
増
加
金
額

で
一
五
・
四
%
に
ま
で
低
下
し
た
。

「
新
契
約
」
と
「
転
換
に
よ
る
純

増
加
」
を
合
計
し
た
件
数
お
よ
び
契

約
高
は
表
3
の
と
お
り
で
あ
る
が
、

前
述
の
と
お
り
「
新
契
約
」
の
件
数

表1　個人保険新契約の推移(転換による増加を含まない)

年 度 件　　 数 増 加 率 金　　 額 増 加 率 平　　 均
保険 金 額

増 加 率

H 3

万件 % 億円 % 万円 %

1 ,2 0 4 .0 2 .2 1 , 4 8 1 , 8 3 7 5 .9 1 ,2 3 0 3 ・6

H 4 1 ,2 9 8 .4 7 .8 1 , 4 9 2 , 7 9 6 0 ・7 1 , 14 9 1 6 .6

H 5 1 ,3 7 3 .7 5 .8 1 , 5 0 5 , 6 7 1 0 .9 1 ,0 9 6 1 4 .7

H 6 1 ,3 2 8 ・9 ▲ 3 .3 1 , 4 9 3 , 7 2 7 1 0 . 8 1 , 12 4 2 .6

H 7 1, 3 4 5 .2 1. 2 1 , 4 8 6 , 2 8 1 ▲　0 .5 1 , 10 4 ▲ 1 .7

表2　個人保険転換契約の推移

年 度

転 換 に よ る増 加 転換 に よる純増加 転 換 占 率

件　 数 増 加 率 金　　 額 増 加 率 金　 額 増 加 率 件　 数
増 加
金 額
純 増 加
金　 額

H 3

万件 % 億円 % 億円 % % % %

3 13 .2 1 2 .4 1 , 2 7 5 ,3 1 1 ▲　0 . 2 6 5 5 , 60 1 0 .6 2 0 .6 4 6 ・3 3 0 .7

H 4 2 6 4 .6 1 15 .5 1 , 1 1 6 ,1 1 3 ▲1 2 . 5 5 6 1 , 0 3 1 ▲14 . 4 16 .9 4 2 .8 2 7 .3

H 5 2 l7 .8 ▲17 .7 9 1 4 ,6 7 6 ▲1 8 . 0 4 2 4 , 3 2 3 ▲24 . 4 13 . 7 3 7 .8 2 2 .0

H 6 2 0 0 .7 ▲ 7 .8 8 10 ,8 3 9 ▲1 1 .4 3 2 9 , 2 6 3 ▲2 2 . 4 13 . 1 3 5 .2 18 . 1

H 7 2 0 1 .6 0 .5 7 7 0 ,3 7 5 1 5 .0 2 7 0 , 4 1 1 ▲1 7 . 9 1 3 .0 34 . 1 15 ・4

表3　個人保険新契約の推移(転換による増加を含む)

六
四
　
(
九
八
〇
)

年 度 件　　 数 増 加 率 金　　 額 増 加 率
平　　 均

保険 金額
増 加 率

H 3

万件 % 膿円 % 万円 %

1 ,5 17 .2 1 .2 2 , 13 7 , 4 3 8 3 . 9 1 , 40 8 2 .6

H 4 1 ,5 6 3 . 1 3 .0 2 , 0 5 3 , 8 2 7 ▲ 3 . 9 l ,3 13 ▲ 6 .7

H 5 1 ,5 9 1 .5 1 .8 1 , 9 2 9 , 9 9 5 ▲　6 .0 1 ,2 12 ▲ 7 .7

H 6 1 ,5 2 9 .6 ▲ 3 .9 1 , 8 2 2 , 9 9 0 1 5 . 5 l , 19 1 ▲ 1.7

H 7 1 ,5 4 6 .8 1 .1 1 , 7 5 6 , 6 9 2 ▲　3. 6 1 , 13 5 ▲ 4 .7



の
低
伸
展
に
よ
り
件
数
は
対
前
年
一
・
一
%
の
微
増
と
な

り
、
金
額
で
は
対
前
年
三
・
六
%
減
と
四
年
連
続
の
前
年

割
れ
と
な
っ
た
。

保
有
契
約
の
推
移
は
表
4
の
と
お
り
で
あ
る
。
件
数
の

増
加
率
は
前
年
に
引
き
続
き
一
・
四
%
の
微
増
で
あ
り
、

保
有
契
約
高
の
増
加
率
は
前
年
の
三
・
八
%
よ
り
さ
ら
に

低
下
し
二
・
六
%
と
な
っ
た
。

な
お
、
変
額
保
険
新
契
約
の
推
移
は
表
5
の
と
お
り
で

あ
る
。株
式
相
場
は
年
度
後
半
に
か
け
て
、
二
万
一
千
円
台
ま

で
回
復
し
た
も
の
の
年
度
中
は
相
場
の
先
行
き
が
不
透
明

だ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
変
額
保
険
の
販
売
は
低
迷
し
て
お

り
、
件
数
は
前
年
度
並
み
に
と
ど
ま
り
、
金
額
は
前
年
を

下
回
っ
た
。
特
に
、
有
期
型
の
販
売
は
不
振
を
極
め
、
金

額
の
占
率
は
二
・
七
%
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。

2
・
個
人
年
金
保
険

個
人
年
金
保
険
の
保
有
契
約
高
は
表
6
の
と
お
り
、
八

三
兆
四
九
四
一
億
円
、
対
前
年
増
加
率
八
・
二
%
に
と
ど

ま
っ
た
。
高
齢
化
社
会
の
到
来
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
顧

客
の
年
金
へ
の
ニ
ー
ズ
は
高
ま
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
個

平
成
七
年
度
生
保
決
算
の
概
要

表4　個人保険保有契約の推移

年 度 件　　 数 増 加 率 金　　 額 増 加 率
平　　 均

保 険金 額
増 加 率

H 3

万件 % 億 円 % 万円 %

10 , 7 8 6 .4 1 . 0 1 2 , 0 4 8 , 5 2 2 1 1 . 2 1 , 1 17 10 . 1

H 4 10 , 9 8 8 .9 1 . 9 1 2 , 9 9 8 , 7 0 8 7 .9 1 , 18 2 5 .8

H 5 1 1, 2 4 5 .0 2 . 3 1 3 , 6 9 6 , 9 4 6 5 .4 1 ,2 18 3 .0

H 6 1 1, 4 1 9 . 3 1 . 6 1 4 , 2 1 8 , 2 7 4 3 .8 1 ,2 4 5 2 .2

H 7 11 , 5 8 2 . 9 1 . 4 1 4 , 5 8 3 , 7 9 0 2 .6 1 .2 5 9 1 . 1

表5　変額保険新契約高

年 度

件　　　　　 数 金　　　　　 額

うち 終 身 型 うち 有 期型 合　　 計 う ち終 身 型 うち有 期 型 合　　 計

H 3

H 4

H 5

H 6

H 7

万件 万件 万件 億円 億円 億円

4 . 1 l . 6 5 . 7 6 , 19 2 9 4 7 7 , 1 3 9
(7 2 . 3 % ) (2 7 . 7 % ) (10 0 .0 % ) (8 6 .7 % ) ( 13 .3 % ) (1 0 0 . 0 % )

3 . 0 0 ・4 3・4 3 ,7 6 4 2 4 9 4 , 0 1 4
(8 6 . 3 % ) (13 . 7% ) (10 0 .0 % ) (9 3 .8 % ) (6 .2 % ) (1 0 0 . 0 % )

2 . 4 0 . 4 2 .8 2 ,9 8 3 1 4 3 3 , 1 2 6
(8 5 . 5 % ) (14 . 5% ) (10 0 .0 % ) (9 5 .4 % ) (4 .6 % ) (1 0 0 . 0 % )

1 . 8 0 . 2 2 . 1 2 ,2 0 3 9 6 2 , 2 9 9

(8 7 . 6 % ) (12 .4 % ) ( 10 0 .0 % ) (9 5 .8 % ) (4 .2 % ) (1 0 0 . 0 % )

1 .9 0 . 1 2 . 1 2 , 1 4 5 5 9 2 , 2 0 4
(9 1 .9 % ) (8 . 1% ) ( 10 0 .0 % ) (9 7 .3 % ) (2 .7 % ) (1 0 0 . 0 % )

六
五
　
(
九
八
一
)



表6　保障機能別保有契約高

平
成
七
年
度
生
保
決
算
の
概
要
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六
(
九
八
二
)

年 始 現 在 年 末 現 在

増　　　 加　　　 率

H 3 H 4 H 5 H 6 H 7

個

人

保

険

死亡保障

普通死亡
億 円 億 円 % % % % %

14 ,103 ,2 57 14,469 ,5 15 11 .3 8 .0 5 .4 3.9 2.6

災害死亡 (4,217,8 40 ) (4 ,205 ,535 ) (2 .9) (1.8) (0.8) (0.4) (▲ 0.3)

その他条件付死亡 761 78 3 ▲24 .7 ▲ 44 .5 ▲ 48 .5 ▲26.7 2.9

生存保障 満期 ・生存給付 114.255 113,49 1 1.8 0 .8 ▲ 0 .2 ▲ 2・2 ▲ 0.7

入院保障

災害入院 (3,19 4) (3.273 ) (6 .1) (4 .7) (3 .6) (2 .8) (2.5)

疾病入院 3,022 3,10 7 7 .2 5 .9 4 .4 3・5 2.8

その他条件付入院 1,948 2,46 7 14 ・8 18 ・3 36 .9 36 .3 26.6

障害保障
万件 万件 % % % % %

(5,141.1) (5,160.2) (2.2) (1.3) (0 .4) (0 .1) (0 .4)

手術保障 (6.644.6) (6,892.5) (6.6) (5.9) (5.0) (4 .8 ) (3 .7)

個

人

年
金

死亡保障 普通死亡
億円 億円 % % % % %

32,925 37,362 24.1 136 .0 59 ・3 25 .7 13 .5

生存保障
満期 ・生存給付 ・

その他
771,647 834,941 27.3 21.3 16 .6 3 .9 8 .2

入院保障 (236) (259) (43.2) (30.1) (31.5) (8 .8) (9 .5 )

団

体

保

険

死亡保障

普通死亡 5,800.679 5,938,484 10.1 4.4 3.8 3 .4 2 .4

災害死亡 (536,835) (516,311) (4.0) (1.8) (0.1) (0 .0 ) (▲ 3 .8 )

その他条件付死亡 (131,103) (129,684) (4.1) (0.2) (0.8) (2 .7) (1 1.1)

生存保障
満期 ・生存給付 .

その他
578 736 32.5 36.2 30.7 30 .0 2 7.2

入院保障

災害 入院 (479) (471) (13.6) (▲ 8.4) (▲ 0.6) (▲ 0 .8 ) (▲ 1.7)

その他条件付 入院 (37) (32) (8.9) (▲17.1) (0.0) (1.1) (▲12.4 )

障害保障
万件 万件 % % % % %

(5 ,138.9) (5, 10 1.6) (5.0) (12.6) (▲ 1.2) (5・7) (▲ 0 .7)

団体年金保険
生存
その他

億 円 億 円 % % % % %

保障 552 ,239 571,932 20・6 16.2 14・6 9.4 3.6

財形保険
生存

保障
その他 10 ,897 11.756 10.9 9.4 8.3 8.9 7.9

財形年金保険
生存

保障

満期・生存給

付・その他
5 ,756 6,202 15.6 13.0 10.6 9.8 7.8

医療保障保険 入院保障 54 56 21 .9 11 .9 10.4 4.1 5.5

就業不能保障

保険
就業不能保障 7 117 55.1 8.1 1,553.3

受再保険 普通死亡 53 ,07 1 60 ,998 0 .9 8 .l 2.6 9.2 14.9



人
所
得
の
伸
び
悩
み
や
、
平
成
六
年
度
の
高
料
の
影
響
か
ら
伸
び
は

鈍
化
し
て
い
る
。

3
.
団
体
保
険

団
体
保
険
の
契
約
高
の
推
移
は
表
7
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
成
七
年
度
の
団
体
保
険
の
契
約
成
績
も
企
業
業
績
の
伸
び
悩
み

か
ら
不
調
に
推
移
し
て
い
る
。

「
新
契
約
・
追
加
・
増
額
」
は
、
新
契
約
は
マ
イ
ナ
ス
伸
展
で
あ

っ
た
が
中
途
加
入
の
増
加
に
よ
り
七
九
兆
一
〇
八
四
億
円
、
対
前
年

一
二
・
八
%
増
と
な
っ
た
。
一
方
、
更
新
契
約
は
不
調
で
「
更
新
-

満
期
」
は
三
兆
六
四
八
三
億
円
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。

一
方
、
契
約
高
の
減
少
要
因
で
あ
る
「
死
亡
・
脱
退
」
は
脱
退
契

約
の
増
加
に
よ
り
三
六
兆
八
六
〇
一
億
円
、
対
前
年
二
二
・
七
%
増

と
な
っ
て
お
り
、
結
果
、
年
度
末
保
有
契
約
高
は
五
九
三
兆
九
二
二

一
億
円
、
対
前
年
二
・
三
%
と
二
%
台
の
低
い
伸
び
に
と
ど
ま
っ
た
。

ま
た
、
純
増
加
で
は
、
一
三
兆
六
〇
〇
一
億
円
、
対
前
年
二
九
・
六

%
の
減
少
と
か
な
り
低
い
水
準
と
な
っ
た
。

4
.
団
体
年
金
保
険

団
体
年
金
保
険
の
保
有
契
約
高
(
責
任
準
備
金
)
は
表
8
の
と
お

り
、
五
七
兆
二
〇
〇
六
億
円
、
対
前
年
増
加
率
三
・
六
%
と
前
年
よ

平
成
七
年
度
生
保
決
算
の
概
要

表7　団体保険契約高の推移

H 3 年 度 H 4 年 度 H 5 年 度 H 6 年 度 H 7 年 度

金　 額 増加率 金　 額 増加率 金　 額 増加率 金　 額 増加率 金　 額 増加率

年　 始　 現　 在 円 % 円 % 億円 % 億 円 % 億 円 %
4,699,231 12.6 5,175,891 0

10・1
0
4・4
5 ,6 08 ,130 3 .8 5 ,803 ,2 19 0

3・5

増

加

新契約・ 追
841,967 ▲ 3.3 708,035 ▲16.0 692,251 ▲ 2.2 70 1,553 1・3 79 1,084 12.8

更新・ 満期 4し341 36.3 ▲33,885 1 14,135 9 ,197 ▲36,483

その他の増加 81,897 918・5 7,582 ▲90 .7 9 ,761 28 .7 15 ,720 6 1.1 18.262 16.2

減

少

死亡 ・脱退 242,936 15.9 260 .145 7.1 280 ,069 7.7 300 ,294 7・2 368,601 22.7

解約 ・失効 57,539 12.9 44,430 ▲22 .8 49 ,924 12.3 39 ,304 ▲21.3 42,198 7ー4

その他の減少 188 ,0 67 5 5.2 147 ,76 1 ▲2 1.4 155 ,034 4.9 193,738 25.0 226.056 16.7

年　 末　 現　 在 5,175,8 91 10 .1 5 ,405 .283 4 .4 5 ,608 ,129 3.8 5.803,219 3.5 5,939,221 2・3

純　 増　 加 476 ,660 ▲ 9 .6 229 ,39 1 ▲5 1.9 202.846 ▲11.6 193,128 ▲ 4.8 136,0 01 1 29 .6

六
七
(
九
八
三
)



表8　団体年金保険の責任準備金占率推移

平
成
七
年
度
生
保
決
算
の
概
要

年 度 責 任準 備 金 増 加 率 うち 団体 年 金 増 加 率 占　　 率

H 3

億円 % 億円 % %

1 ,2 8 1 , 53 5 9 .8 3 7 9 ,2 5 3 2 0・6 2 9 .6

H4 1 ,4 09 , 63 6 10 .0 4 4 0 ,5 6 6 1 6 . 2 3 1 .3

H 5 1 , 5 40 , 89 4 9 ・3 5 0 5 ,0 0 4 1 4 . 6 3 2 .8

H 6 1 , 6 3 2 , 0 70 5 .9 5 5 2 ,3 1 1 9 ・4 3 3 .8

H 7 1 , 7 2 1 , 00 2 5 .4 5 7 2 ,0 0 6 3 .6 3 3・2

り
さ
ら
に
低
い
伸
び
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
平
成
八
年
四
月
以
降

の
団
体
年
金
の
予
定
利
率
引
下
げ
決

定
に
と
も
な
い
団
体
年
金
保
険
の
解

約
が
増
加
し
た
こ
と
が
影
響
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
責
任
準
備
金
合
計
に
対
す

る
団
体
年
金
保
険
の
責
任
準
備
金
の

占
率
は
過
去
数
年
に
わ
た
り
増
加
傾

向
に
あ
っ
た
が
、
平
成
七
年
度
末
で

は
、
三
三
・
二
%
と
な
り
、
前
年
を

〇
・
六
ポ
イ
ン
ト
下
回
っ
た
。

5
.
そ
の
他

財
形
保
険
・
財
形
年
金
保
険
の
保

有
契
約
高
の
増
加
率
は
表
6
の
と
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
七
・
九
%
増
、
七
・

八
%
増
と
、
と
も
に
前
年
度
よ
り
低

下
し
た
。
ま
た
、
医
療
保
障
保
険
に

つ
い
て
も
対
前
年
増
加
率
五
・
五
%

と
前
年
同
様
一
桁
の
伸
び
に
と
ど
ま

六
八
　
(
九
八
四
)

っ
て
い
る
。
な
お
、
就
業
不
能
保
障
保
険
は
平
成
七
年
度
よ
り
新
た

に
団
体
就
業
不
能
保
障
保
険
が
発
売
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
対
前
年
一

五
五
三
・
三
%
増
と
大
幅
な
増
加
と
な
っ
た
。

二
　
収
支
の
状
況

表
9
は
、
各
社
の
損
益
計
算
書
の
主
要
項
目
に
つ
い
て
合
計
し
た

も
の
で
あ
る
。

平
成
七
年
度
の
収
支
の
状
況
は
、
契
約
面
の
不
振
か
ら
保
険
料
収

入
が
伸
び
悩
ん
だ
が
、
運
用
関
係
収
支
に
お
い
て
有
価
証
券
売
却
益

が
増
加
し
た
一
方
で
有
価
証
券
評
価
損
が
大
幅
に
減
少
し
た
こ
と
か

ら
、
経
常
利
益
は
対
前
年
増
加
率
一
二
八
・
六
%
と
大
幅
に
増
加
し

た
。以
下
、
各
項
目
に
つ
い
て
詳
し
く
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

1
・
収
入
保
険
料

収
入
保
険
料
は
、
三
〇
兆
五
二
六
億
円
、
対
前
年
一
・
〇
%
増
と

伸
び
率
は
低
迷
し
て
お
り
(
表
1
0
・
1
1
参
照
)
、
保
有
契
約
高
の
低
伸

展
の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
い
る
も
の
と
い
え
る
。

保
険
種
類
別
に
み
る
と
、
個
人
保
険
の
増
加
率
は
五
・
七
%
と
な

っ
て
お
り
、
前
年
の
マ
イ
ナ
ス
か
ら
増
加
に
転
じ
て
は
い
る
も
の
の

金
額
は
、
一
七
兆
七
一
四
五
億
円
と
平
成
五
年
度
を
若
干
上
回
っ
た



表9　損益計算書

平
成
七
年
度
生
保
決
算
の
概
要

科　　　　　　　　 目 H 6 年 度 増 加 率 H 7 年 度 増 加 率

経

常損益の部

経　　　 常　　　 収　　　 益
億円 % 億 円 %

3 9 3 , 8 1 7 . 4 9 0 ・2 4 0 0 , 6 36 .6 8 1 .7

保　 険　 料　 等　 収　 入 2 9 7 , 9 2 5 . 0 8 0 . 1 3 0 0 , 82 8 .4 7 1 .0

保　　　　　 険　　　　　 料 2 9 7 ー6 2 8 . 0 5 0 . 0 3 00 , 52 6 .7 7 1 ・0

資　 産　 運　 用　 収　 益 8 0 ,0 4 8 .3 0 1 3 . 9 8 6 , 1 52 ・9 5 7 .6

利 息 お よ び 配 当 金 等 収 入 6 3 ,8 2 9 .2 6 ▲ 1 ・6 6 3 , 3 7 5 . 8 5 1 0 .7

金 銭 の 信 託 運 用 益 1 ,5 3 0 .9 2 ▲6 6 ・8 2 , 20 5 ・8 7 4 4 . 1

有　 価　 証　 券　 売　 却　 益 14 , 2 1 7 . 1 1 4 ・8 2 0 ,0 2 3 ・2 1 4 0 ・8

有　 価　 証　 券　償　 還　 益 2 3 9 . 8 3 2 5 2 . 2 25 4 .0 3 5 .9

為　　 替　　 差　　 益 1 2 4 . 7 5 1 3 2 . 1 2 6 .4 2 1 7 8 .8

そ　 の　 他　 運　 用　 収　 益 10 5 .9 3 ▲1 1 . 1 2 6 7 .0 2 1 52 . 1

そ　 の　 他　 経　 常　 収　 益 15 ,8 4 3 . 8 1 3 1 . 3 1 3 , 6 54 .9 6 1 13 .8

年 金 特 約 取 扱 受 入 金 2 6 5 . 9 6 2 0 ・4 3 33 ・4 0 2 5 .4

保 険 金 据 置 金 受 入 金 13 , 1 4 8 . 0 3 1 5 ・2 1 2 , 00 2 .0 0 ▲ 8 ・7

経　　　 常　　　 費　　　 用 3 8 7 . 2 3 6 ・8 8 1 . 4 3 8 5 , 59 5 . 7 1 ▲ 0 ・4

保　 険　 金　 等　 支　 払　 金 18 9 ,4 5 1 .1 4 1 2 . 6 2 1 3 , 2 12 ・7 5 12 .5

保　　　　 険　　　　 金 8 0 ,5 9 5 .4 6 1 6 . 1 8 1 , 3 3 2 . 35 0 ー9

年　　　　　　　　　　 金 7 ,0 5 4 . 7 6 3 0 . 9 8 , 9 86 . 70 2 7 .4

給　　　　 付　　　　 金 4 1, 1 1 3 ・6 2 1 0 . 7 4 6 , 5 35 . 76 13 .2

解　 約　 返　 戻　 金 4 7 , 8 0 8 . 4 5 8 . 2 6 1 , 53 6 .6 3 2 8 .7

そ　 の　 他　 返　 戻　 金 12 , 5 0 5 . 8 8 5 . 8 1 4 , 39 0 .6 0 15 . 1

責 任 準 備 金 等 繰 入 額 9 6 ,6 4 2 .7 7 ▲2 8 . 3 9 1 , 5 1 8 . 29 ▲ 5 .3

責 任 準 備 金 繰 入 額 9 3 ,4 1 9 .0 7 ▲2 8 . 8 8 8 , 7 6 7 . 3 1 ▲ 5 .0

資　 産　 運　 用　 費　 用 4 0 , 0 7 7 . 0 2 4 6 . 3 2 7 , 4 3 1 . 1 7 ▲3 1 .6

有　 価　 証　 券　 売　 却　 損 7 , 1 0 7 . 6 7 ▲2 7 . 8 7 , 24 7 ・19 2 .0

有　 価　 証　 券　 評　 価　 損 2 2 . 9 3 2 . 9 5 1 1 5 . 5 1 , 34 0 ・2 2 ▲9 4 .2

有　 価　 証　 券　 償　 還　 損 1, 7 0 1 . 5 3 3 9 0 ・8 3 ,0 3 5 .5 0 7 8 .4

為　　 替　　 差　　 損 3 , 12 6 .6 1 5 5 . 6 2 , 9 8 3 . 4 5 ▲ 4 .6

貸 倒 引 当 金 繰 入 額 6 1 5 .6 8 7 0 ・4 5 , 9 39 . 44 86 4 ・7

賃 貸 用 不 動 産 等 減 価 償 却 費 1, 7 3 0 . 1 7 9 ・8 1 , 8 36 . 74 6 .2

事　　　　　 業　　　　　 費 4 1, 5 3 8 . 0 6 ▲ 1 . 4 4 0 , 9 2 5 .4 2 ▲ 1 .5

そ　 の　 他　 経　 常　 費　 用 19 , 5 2 7 ・3 6 1 0 6 ・9 1 2 , 54 4 .3 0 ▲3 5 .8

保 険 金 据 置 支 払 金 15 ,2 2 0 .9 8 1 9 3 . 2 8 , 20 1 .4 2 ▲4 6 . 1

税　　　　　　　　　　 金 2 , 17 7 .3 0 ▲ 2 . 4 2 , 2 1 6 ・36 1 .8

減　 価　 償　 却　 費 1 ,7 4 2 .9 9 7 . 4 1 , 7 3 4 ・6 7 ▲ 0 .5

経　　　　 常　　　　 利　　　　 益 6 , 5 8 0 . 5 1 ▲4 0 ・4 1 5 , 0 40 . 8 7 12 8 .6

特別損益の部

特　　　 別　　　 利　　　 益 9 . 7 8 2 ・2 6 1 5 . 1 6 , 18 7 . 72 ▲3 6 .7

不 動 産 動 産 等 処 分 益 2 ,2 7 7 .0 8 1 4 ・1 6 6 5 . 84 ▲7 0 .8

保 険 業 法 第 8 4 条 評 価 益 6 ,8 0 7 .6 8 5 . 1 3 , 5 9 1 . 46 ▲4 7 .2

保 険 業 法 第 8 6 条 準 備 金 戻 入 額 6 8 7 .6 7 1 , 70 2 . 6 1 1 47 .6

特　　　 別　　　 損　　　 失 2 , 8 6 0 . 9 2 1 2 . 4 5 , 2 2 5 . 46 8 2 .6

不 動 産 動 産 等 処 分 損 2 , 6 3 8 . 3 7 2 3 ・2 4 , 8 3 1 .9 3 8 3 . 1

保 険 業 法 第 8 6 条 準 備 金 繰 入 額 3 . 5 0 1 9 0 . 0 18 5 .0 7 , 18 7 .7

不　 動　 産　 圧　 縮　 損 14 4 .2 7 1 5 1 . 1 1 1 6 . 89 ▲19 .0

社 会 厚 生 福 祉 事 業 助 成 金 7 4 .6 8 0 . 0 7 1 . 28 ▲ 4 .6

保 険 契 約 者 配 当 準 備 金 繰 入 額 6 4 7 ・7 3 ▲1 0 . 2 6 88 . 12 6 .2

税引 前 当 期 剰 余 12 , 8 5 4 . 0 5 ▲2 1 . 0 1 5 , 3 14 .9 3 19 . 1

法 人 税 お よ び 住 民 税 額 1, 0 7 8 . 9 6 ▲5 3 . 5 3 , 36 0 . 1 1 2 1 1 .4

当 期 剰 余 1 1 ,7 7 4 .99 1 1 5 . 6 1 1 , 9 5 4 . 7 1

4

1 .5

前 期 繰 越 剰 余

退 職 手 当 積 立 金 取 崩 額

1 2 7 9 .3 9

1 7 ・6 6
1 2 5 . 5

1 3 0 . 9 7

7 . 3 5
▲58 .4

社 会 厚 生 福 祉 事 業 助 成 資 金 取 崩 額 7 4 . 6 8 0 . 0 7 1 ・28 ▲ 4 .6

当 期 未 処 分 剰 余 金 1 1, 5 8 7 . 9 8 ▲1 5 . 9 1 1 , 70 3 .6 5 1 .0

六
九
　
(
九
八
五
)



平
成
七
年
度
生
保
決
算
の
概
要

表10　収入保険料の推移

H 3 年 度 H 4 年 度 H 5 年 度 H 6 年 度 H 7 年 度

金　 額 増加率 金　 額 増加率 金　 額
1増加率 -金 額 増加率 金　 額 増加率

個　 人　 保　 険
億円 % 億 円 % 像円 % 億円 % 億円 %

165,067 1.8 172,319 4・4 174 ,7 72 1.4 167.550 ▲ 4.1 177,145 5・7

個 人 年 金 保 険 17,879 11.7 19,88 2 11.2 22 ,06 1 11.0 19,68 1 ▲10.8 29,079 47.8

団　 体　 保　 険 14,592 7.1 15,48 4 6 .1 16 ,236 4 .9 16.882 4・0 17,526 3.8

団 体 年 金 保 険 75,802 5.6 77,667 2 .5 80 ,089 3 .1 88.963 1 1・1 72,097 ▲19.0

財　 形　 保　 険 2,951 0.1 3,025 2 .5 3 ,110 2 .8 3,232 3・9 3,336 3.2

財 形 年 金 保 険 635 ▲ 1.2 639 0 .6 639 0 .0 658 3.0 646 ▲ 1.8

医 療 保 障 保 険 183

311

15.1

▲79.3

223 21.7

9 .2

245 10 .1 263 7.2 263 0.1

就 業不 能保 障保 険 1 3 164・3 3 14.5 10 194.3

受　 再　 保　 険 339 3 76 10・8 393 4.6 420 6.8

合　　　　　　 計 277,423 3.2 289,582 4.4 297 ,5 35 2 .7 297 ,628 0.0 300,526 1.0

うち　 初　 年　 度 57,287 ▲ 9.9 59,356 3.6 56 ,2 77 1 5 .2 44,908 ▲20.2 56,258 25.3

次 年 度　 以 降 220,136 7.3 230,226 4.6 241,2 58 1 4 .8 252 ,720 4 .8 244,268 ▲ 3.3

七
〇
(
九
八
六
)

に
す
ぎ
な
い
。

個
人
年
金
保
険
は
平
成
六
年
度
に
高
料
の
影
響
か
ら
減
少
し
て
い

た
が
平
成
七
年
度
は
二
兆
九
〇
七
九
億
円
、
対
前
年
四
七
・
八
%
増

と
、
契
約
高
の
伸
展
に
よ
っ
て
保
険
料
も
大
幅
に
増
加
し
た
。

団
体
保
険
は
、
保
有
契
約
高
の
伸
び
の
鈍
化
に
伴
い
、
保
険
料
の

伸
び
も
低
下
し
て
き
て
お
り
、
一
兆
七
五
二
六
億
円
、
対
前
年
三
・

八
%
増
と
な
っ
た
。

団
体
年
金
保
険
は
、
七
兆
二
〇
九
七
億
円
、
対
前
年
一
九
・
〇
%

減
と
大
幅
に
減
少
し
、
総
保
険
料
収
入
に
お
け
る
割
合
も
二
四
・
〇

%
ま
で
低
下
し
た
(
表
1
2
)
。

表11 一時払保険料の推移

年 度 保 険 料 増 加 率 増　 減

H 3
億 円 % 億円

54 ,4 9 1 ▲　5 .8 ▲ 3, 3 8 0

H 4 5 3 ,0 3 1 ▲　2 .7 ▲ 1, 4 6 0

H 5 5 6 ,6 4 3 6 .8 3 , 6 1 2

H 6 5 1 ,2 0 2 ▲ 9 .6 ▲ 5, 4 4 0

H 7 4 9 ,8 3 6 ▲ 2 .7 ▲ 1, 3 6 6

表12　団体年金保険の給保険料占率推移

年 度 総 保 険 料 団 体 年 金 占　 率
収　　 入 保険料 収 入

H 3
億 円 億円 %
2 7 7 ,4 2 3 7 5 ,8 0 2 2 7・3

H 4 2 8 9 ,5 8 2 7 7 ,6 6 7 2 6 .8

H 5 29 7 ,5 3 5 8 0 ,0 8 9 2 6 .9

H 6 29 7 ,6 28 8 8 ,9 6 3 2 9 .9

H 7 30 0 ,5 26 72 ,0 9 7 2 4 .0



収
入
保
険
料
を
、
初
年
度
と
次
年
度
以
降
に
分
け
て
み
る
と
、
初

年
度
保
険
料
は
五
兆
六
二
五
八
億
円
、
対
前
年
二
五
・
三
%
増
と
個

人
年
金
保
険
の
伸
展
に
よ
り
増
加
し
た
が
、
平
成
五
年
度
と
同
等
の

水
準
で
あ
る
。
一
方
、
次
年
度
以
降
保
険
料
は
団
体
年
金
保
険
が
前

年
を
下
回
っ
た
こ
と
が
影
響
し
、
対
前
年
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。

2
・
保
険
金
等
支
払
金

平
成
七
年
度
の
保
険
金
等
支
払
金
は
、
二
一
兆
三
二
ー
二
億
円
、

対
前
年
一
二
・
五
%
増
と
二
年
連
続
の
二
桁
伸
展
と
な
っ
た
。

保
険
金
・
年
金
・
給
付
金
の
推
移
は
表
1
3
の
と
お
り
で
あ
る
。

保
険
金
で
は
、
平
成
六
年
度
に
満
期
保
険
金
が
大
き
く
増
加
し
た

が
、
平
成
七
年
度
は
前
年
並
み
と
な
っ
た
。

死
亡
保
険
金
は
三
兆
四
六
四
七
億
円
、
対
前
年
二
・
七
%
と
伸
び

が
低
下
し
て
い
る
。

年
金
は
、
八
九
八
六
億
円
、
対
前
年
二
七
.
四
%
増
と
前
年
よ
り

三
・
五
ポ
イ
ン
ト
低
い
も
の
の
、
高
い
伸
び
を
示
し
て
い
る
。

給
付
金
は
、
四
兆
六
五
三
五
億
円
、
対
前
年
一
三
・
二
%
増
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
生
存
給
付
金
は
一
兆
一
六
二
二
億
円
、
対
前

年
一
・
二
%
減
と
な
っ
た
。
ま
た
、
入
院
給
付
金
は
四
八
一
六
億
円
、

対
前
年
一
・
八
%
増
と
な
っ
て
い
る
(
表
1
4
)
。

解
約
返
戻
金
の
推
移
は
表
1
5
の
と
お
り
六
兆
一
五
三
六
億
円
、
対

平
成
七
年
度
生
保
決
算
の
概
要

表13　保険金・年金・給付金の推移

平 成 3 年 度 平 成 4 年 度 平 成 5 年 度 平 成 6 年 度 平 成 7 年 度

金　 額 増 加率 金　 額 増加率 金　 額 増加率 金　 額 増加率 金　 額 増 加率

死 亡 保 険 金

億円 % 億円 % 億 円 % 億円 % 億円 %

28,8 53 14・1 31.8 10 10 .2 31.517 7・1 33.721 7.0 34,6 47 2.7

満 期 保 険 金 42,7 53 2 1.2 29 ,759 1 30.4 35,326 18・7 43,364 2 2.8 43 ,955 1.4

年　　　 金 3,3 76 2 1.8 4 ,089 21. 1 5,391 31・8 7,054 3 0・9 8 ,986 27 .4

給　 付　 金 29 ,042 26 .3 34 ,155 17 .6 37,129 8・7 41,113 10.7 46 ,535 13 .2

合　　　 計 104,0 26 20 .5 99 ,8 14 1 4 .0 111,920 12.1 128,764 15.0 136,8 55 6 ・3

表14　生存給付金・入院給付金の推移

年 度

生 存 給 付 金 入 院 給 付 金 入 院 保 障 契 約 高

金　　 額 増 加 率 金　　 額 増 加 率 金　　 額 増 加 率

H 3

億 円 % 億 円 % 億 円 %

7 ,8 28 3 3 .3 4 , 13 1 7 . 4 7 , 1 89 8 .8

H 4 9 ,5 19 2 1 .6 4 , 3 9 4 6 .4 7 ,6 4 6 6 .4

H 5 10 ,2 5 3 7 .7 4 , 5 9 3 4 . 5 8 ,3 2 1 8 ・8

H 6 1 1 ,7 4 8 14 ・6 4 , 7 3 2 3 .0 9 ,0 4 0 8 .6

H 7 1 1 ,6 13 ▲ 1 .2 4 , 8 1 6 1 .8 9 , 73 0 7 .6

七
一
(
九
八
七
)



平
成
七
年
度
生
保
決
算
の
概
要

前
年
二
八
・
七
%
増
と
大
幅
に
増
加
し
た
。
こ
れ
は
個
人
保
険
の
解

約
保
険
金
が
対
前
年
九
・
九
%
増
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
団
体
年
金

保
険
の
解
約
が
多
か
っ
た
こ
と
が
主
な
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

3

.

責

任

準

備

金

繰

入

額

責
任
準
備
金
繰
入
額
は
、
八
兆
八
七
六
七
億
円
、
対
前
年
五
・
〇

%
減
と
前
年
度
と
同
様
に
マ
イ
ナ
ス
伸
展
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
前
述

の
と
お
り
団
体
年
金
保
険
の
解
約
の
増
加
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
結
果
、
責
任
準
備
金
の
年
度
末
残
高
は
一
七
二
兆
一
〇
〇
二

億
円
、
対
前
年
五
.
四
%
増
と
な
り
、
対
総
資
産
占
率
は
九
三
.
〇

%
と
前
年
度
よ
り
〇
・
一
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
。

4
.
事
業
費

事
業
費
は
、
四
兆
九
二
五
億
円
、
対
前
年
一
・
五
%
減
と
三
年
連

続
の
マ
イ
ナ
ス
伸
展
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
各
社
が
更
な
る
経
営
効

率
の
改
善
に
努
力
し
た
一
方
で
、
契
約
成
績
の
不
振
か
ら
人
件
費
の

う
ち
営
業
職
員
に
係
わ
る
経
費
が
伸
び
悩
ん
だ
こ
と
も
要
因
の
一
つ

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

5
.
資
産
運
用
収
益
・
資
産
運
用
費
用

生
保
各
社
に
と
っ
て
、

平
成
七
年
度
の
運
用
環
境

は
株
価
は
年
度
末
に
か
け

て
上
昇
し
た
も
の
の
、
金

利
が
年
度
を
通
じ
て
史
上

最
低
水
準
で
推
移
す
る
な

ど
、
総
じ
て
厳
し
い
も
の

と
な
っ
た
。

平
成
七
年
度
の
金
利
動

向
と
し
て
は
、
図
1
の
と

お
り
、
低
金
利
局
面
が
更

に
進
行
し
た
。
公
定
歩
合

は
〇
・
五
%
ま
で
引
き
下

げ
ら
れ
史
上
最
低
水
準
を

記
録
し
、
長
期
プ
ラ
イ
ム

レ
ー
ト
も
三
%
台
を
推
移

し
一
時
は
二
%
台
を
記
録

し
た
が
、
年
度
末
に
は
三

・
二
%
と
な
っ
た
。

株
価
は
、
年
度
前
半
に

景
気
の
先
行
き
不
透
明
感

表15　解約保険金と解約返戻金の推移

七
二
　
(
九
八
八
)

年 度

解 約 件 数 解 約 保 険 金 平均解 約 保険金 額 解 約 返 戻 金

件　 数 増 加 率 金　 額 増 加 率 金　 額 増 加 率 金　 額 増 加 率

H 3

万件 % 億円 % 万円 % 億円 %

4 2 5 .5 7 .9 4 2 4 , 2 6 9 2 2 . 9 9 9 6 13 .9 3 4 ,5 5 0 10 ・6

H 4 4 6 3 . 1 8 . 8 5 3 3 , 14 6 2 5・7 1 , 15 1 15 .6 4 1 ,4 8 3 2 0 . 1

H 5 4 9 0 .8 6・0 6 2 2 , 4 8 2 1 6 . 8 1 ,2 6 8 10 .2 4 4 ,2 0 2 6 . 6

H 6 5 0 4 .2 2 .7 6 6 9 , 9 12 7 . 6 1 ,3 2 8 4 .8 4 7 ,8 0 8 8 .2

H 7 5 3 8 .5 6 . 8 7 3 6 , 3 2 2 9・9 1 ,3 6 7 2 .9 6 1 ,5 3 6 2 8 .7

(注)1.解約件数、解約保険金は個人保険。

2.解約返戻金は総額。



か
ら
一
万
四
千
円
台
ま
で

下
落
す
る
場
面
も
あ
っ
た

が
、
円
高
是
正
や
企
業
業

績
回
復
期
待
か
ら
年
末
に

は
二
万
円
台
ま
で
回
復

し
、
最
終
的
に
は
二
万
一

四
〇
六
円
と
な
っ
た
。

ま
た
、
為
替
相
場
は
、

年
度
前
半
に
七
〇
円
台
ま

で
円
高
が
進
行
し
た
が
、

政
府
の
円
高
是
正
策
の
発

表
や
各
国
の
ド
ル
安
是
正

に
向
け
た
協
調
介
入
な
ど

を
受
け
円
安
に
転
換
し
、

年
度
末
は
一
〇
六
・
三
五

円
と
な
っ
た
。

利
息
お
よ
び
配
当
金
等

収
入
の
明
細
な
ら
び
に
金

銭
の
信
託
運
用
益
は
表
1
6

の
と
お
り
で
あ
る
。

主
な
内
訳
を
み
る
と
、

図1　公定歩合と長期プライムレ一卜

表16　利息および配当金等収入明細表

項　　　　　　　 目 金　　　 額 構　 成　 比 増　 加　 率

預 貯 金 利 息

億円 % %

3 ,0 3 6 4・8 ▲2 0 . 8

有価 証 券利 息 配 当 金 2 6 ,4 6 5 4 1・8 1 6 . 2

(うち 公社 債 利 息 ) ( 16 ,5 6 4 ) (2 6 . 1 ) (2 4 . 5 )

(うち 株式 配 当 金 ) (3 ,4 6 2 ) (5・5 ) (▲ 1 . 1 )

(うち 外 国証 券利 息 配 当金 ) (6 ,2 3 5 ) (9・8 ) ( 7 . 5 )

貸 付 金 利 息 2 8 , 3 5 1 4 4 . 7 ▲1 0 . 3

(うち 保険 約 款 貸 付 ) (2 ,4 8 8 ) (3 . 9 ) ( 1 . 8 )

(うち一 般 貸 付 ) (2 5 , 8 6 2 ) (40 ・8 ) (▲1 1 . 3 )

不動 産 賃貸 料 4 ,3 4 9 6 . 9 ▲ 1 . 8

そ の 他 の利 息 配 当金 1, 1 7 3 1・9 ▲ 0 . 5

利 息 お よび配 当金 等 収 入 計 6 3 , 3 7 5 10 0 ・0 ▲ 0 . 7

金銭 の信 託 運 用 益 2 , 2 0 5 44 . 1

平
成
七
年
度
生
保
決
算
の
概
要

七
三
　
(
九
八
九
)



平
成
七
年
度
生
保
決
算
の
概
要

貸
付
金
利
息
は
企
業
の
資
金
需
要
の
低
迷
や
低
金
利
の
影
響
を
受

け
、
二
兆
八
三
五
一
億
円
、
対
前
年
一
〇
・
三
%
減
と
昨
年
を
大
き

く
下
回
っ
た
。
有
価
証
券
利
息
・
配
当
金
は
株
式
配
当
金
が
対
前
年

一
・
一
%
減
と
前
年
を
下
回
っ
た
の
に
対
し
、
公
社
債
利
息
が
対
前

年
二
四
・
五
%
増
と
前
年
を
大
き
く
上
回
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
全
体

で
は
二
兆
六
四
六
五
億
円
、
対
前
年
一
六
・
二
%
増
と
な
っ
た
。

以
上
の
結
果
、
利
息
お
よ
び
配
当
金
等
収
入
は
、
六
兆
三
三
七
五

億
円
、
対
前
年
〇
・
七
%
減
と
四
年
連
続
で
前
年
割
れ
と
な
っ
た
。

一
方
、
金
銭
の
信
託
運
用
益
は
、
対
前
年
四
四
・
一
%
増
と
大
き

く
増
加
し
た
。

次
に
有
価
証
券
売
却
益
は
後
述
す
る
不
良
債
権
の
償
却
負
担
財
源

と
し
て
計
上
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
二
兆
二
三
億
円
、
対
前
年
四
〇

・
八
%
と
大
き
く
増
加
し
た
。
ま
た
、
有
価
証
券
評
価
損
が
、
株
価

の
上
昇
お
よ
び
円
安
に
よ
り
対
前
年
九
四
・
二
%
減
と
大
幅
に
減
少

し
た
。
こ
の
た
め
、
八
六
条
関
係
益
は
表
1
7
の
と
お
り
七
二
六
九
億

円
と
五
年
ぶ
り
に
プ
ラ
ス
に
転
じ
た
。
一
方
、
八
六
条
準
備
金
の
取

崩
し
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
、
表
1
8
の
八
六
条
準
備
金
積
立
率
は
一
・

三
一
%
と
前
年
よ
り
さ
ら
に
低
下
し
た
。

ま
た
、
八
四
条
評
価
益
は
対
前
年
四
七
・
二
%
減
と
半
減
し
た
。

以
上
の
結
果
、
資
産
運
用
収
益
は
八
兆
六
一
五
二
億
円
、
対
前
年

七
・
六
%
増
と
五
年
ぶ
り
に
プ
ラ
ス
に
転
じ
た
。
一
方
、
資
産
運
用

七
四
　
(
九
九
〇
)

費
用
は
有
価
証
券
評
価
損
の
大
幅
な
減
少
に
よ
り
二
兆
七
四
三
一
億

円
、
対
前
年
三
一
・
六
%
の
減
少
と
な
っ
た
。

な
お
、
資
産
運
用
費
用
の
う
ち
、
貸
倒
引
当
金
繰
入
額
は
住
宅
金

融
専
門
会
社
等
の
不
良
債
権
の
償
却
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
、
五
九
三

九
億
円
、
対
前
年
八
六
四
・
七
%
増
と
大
幅
に
増
加
し
た
。

資
産
運
用
収
益
か
ら
資
産
運
用
費
用
を
差
し
引
い
た
資
産
運
用
収

支
で
み
る
と
、
五
兆
八
七
二
一
億
円
と
前
年
を
上
回
っ
た
。
ま
た
、

表
1
9
の
と
お
り
、
一
般
勘
定
資
産
利
回
り
は
三
・
三
三
%
と
前
年
の

二
・
八
八
%
か
ら
、
〇
.
四
五
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
。

三
　
資
産
の
状
況

増
加
資
産
お
よ
び
総
資
産
の
状
況
は
そ
れ
ぞ
れ
表
2
0
お
よ
び
表
2
1

の
と
お
り
で
あ
る
。

増
加
資
産
は
九
兆
三
一
九
八
億
円
、
対
前
年
八
・
八
%
増
と
な
り

総
資
産
は
一
八
四
兆
九
七
六
〇
億
円
、
対
前
年
五
・
三
%
増
と
二
年

連
続
し
て
五
%
台
の
低
い
伸
び
と
な
っ
た
。

1
.
増
加
資
産
配
分

増
加
資
産
配
分
の
ほ
と
ん
ど
が
有
価
証
券
へ
の
配
分
と
な
っ
て
い

る
。
有
価
証
券
の
う
ち
、
株
式
で
は
配
分
比
が
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て

い
る
が
、
公
社
債
が
二
年
連
続
し
て
大
幅
な
配
分
と
な
っ
て
い
る
。



表17　86条関係益と86条繰入額の推移

年 度 売 却 益 売 却 損 評 価 損 8 6条 関 係 益 8 6条 繰 入 額 繰 入 率

H 3

億円 億円 億円 億円 億円 %

3 0 , 8 8 8 8 , 8 6 0 2 7 , 96 8 ▲ 5 ,9 4 0 ▲　 6 7 4

H 4 1 3 , 8 1 7 1 0 , 1 9 1 12 , 73 6 ▲ 9 , 11 1 ▲ 1 6 7

E 5 1 5 , 5 5 6 1 1 ,9 8 8 10 ,6 4 0 ▲ 7 , 0 7 3 3 3

H 6 1 6 , 4 9 4 9 , 7 4 6 22 ,9 3 2 ▲16 , 18 4 ▲　 6 8 4

H 7 2 0 , 6 89 1 2 ,0 79 1 , 34 0 7 , 2 6 9 ▲1 , 5 1 7 -

表18　株式残高と86条準備金の推移

年 度 株 式 残 高 86条準備金 積 立 率

H 3

億円 億円 %

30 6 ,9 2 3 6 ,5 15 2 .1 2

H 4 3 1 3 , 3 7 7 6 ,3 4 8 2 .0 3

H 5 3 28 ,9 7 4 6 ,3 8 2 1 .9 4

H 6 3 29 ,7 3 5 5 ,6 9 8 1・7 3

H 7 3 1 8 ,6 0 0 4 , 18 0 1 .3 1

(注)売却損には、填補損を含む。

表19　利回りの推移

年 度 一 般 勘 定 資 産 利 回 り
( 日 々 平 残 新 B 方 式 )

H 3

%

5 . 0 2

H j 4 . 3 3

H 5 3 .8 6

H 6 2 . 8 8

H 7 3 .3 3

平
成
七
年
度
生
保
決
算
の
概
要

ま
た
、
外
国
証
券
は
年
度
半
ば
の
円
高
基
調
か
ら
三
年
ぶ
り
に
プ
ラ

ス
配
分
と
な
り
、
増
加
資
産
一
兆
三
六
七
四
億
円
、
配
分
比
一
四
・

七
%
と
な
っ
た
。

総
資
産
構
成
で
み
れ
ば
、
有
価
証
券
全
体
で
は
配
分
比
が
三
・
二

ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
で
は
、
公
社
債
が
大
幅
に

増
加
し
、
総
資
産
配
分
比
は
二
一
.
九
%
と
な
り
、
株
式
の
総
資
産

配
分
比
を
四
.
七
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
た
。
な
お
、
公
社
債
の
総
資
産

配
分
比
が
株
式
の
総
資
産
配
分
比
を
上
回
っ
た
の
は
戦
後
初
め
て
の

こ
と
で
あ
る
。

一
方
、
一
般
貸
付
は
、
企
業
の
資
金
需
要
の
低
迷
の
影
響
の
ほ
か
、

不
良
債
権
の
償
却
処
理
を
行
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
増
加
資
産
は

一
四
六
二
億
円
、
配
分
比
一
・
六
%
と
非
常
に
低
い
配
分
と
な
っ
た
。

そ
の
結
果
総
資
産
構
成
比
で
は
三
三
・
八
%
と
前
年
よ
り
一
・
七
ポ

イ
ン
ト
低
下
し
た
。

不
動
産
の
増
加
資
産
は
二
九
二
一
億
円
、
配
分
比
三
・
一
%
と
低

い
伸
び
に
と
ど
ま
り
、
総
資
産
構
成
に
お
い
て
も
九
兆
七
三
四
八
億

円
、
配
分
比
五
・
三
%
と
前
年
度
よ
り
〇
・
一
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
た
。

2
.
外
貨
建
資
産

主
な
、
外
貨
建
資
産
の
推
移
は
表
2
2
の
と
お
り
で
あ
る
。

年
度
前
半
の
急
激
な
円
高
の
の
ち
海
外
投
融
資
促
進
対
策
に
よ
る

七
五
　
(
九
九
一
)



平
成
七
年
度
生
保
決
算
の
概
要

円
安
へ
の
転
換
が
あ
っ
た
も
の
の
、
各
社
と
も
為
替
リ
ス
ク
抑
制
の

運
用
姿
勢
で
の
ぞ
み
、
外
貨
建
資
産
は
わ
ず
か
に
増
加
す
る
に
と
ど

ま
っ
た
。
こ
の
う
ち
外
国
証
券
は
、
一
三
兆
二
九
二
〇
億
円
、
対
総
資
産
占

率
は
七
.
二
%
と
な
っ
た
。
ま
た
、
海
外
融
資
に
つ
い
て
も
七
兆
一

七
六
　
(
九
九
二
)

六
三
一
億
円
、
総
資
産
占
率
は
三
・
九
%
と
対
前
年
〇
・
一
ポ
イ
ン

ト
低
下
し
た
。

四
　
む
す
び

以
上
、
平
成
七
年
度
の
生
命
保
険
事
業
の
決
算
を
概
観
し
て
き
た



が
、
景
気
が
回
復
基
調
に
あ
っ
た
と
は
い
え
保
有
契
約
高
は
伸
び
悩

み
、
ま
た
、
低
金
利
下
で
の
運
用
難
か
ら
低
水
準
の
運
用
利
回
り
と

な
り
ひ
い
て
は
個
人
保
険
お
よ
び
団
体
年
金
保
険
の
予
定
利
率
引
下

げ
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
な
ど
、
生
命
保
険
業
界
に
と
っ
て
厳
し
い
一

年
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
平
成
元
年
度
よ
り
半
世
紀
ぶ
り
に
保
険
業
法
の
見
直

し
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
平
成
八
年
四
月
に
「
新
保
険
業
法
」
が
施

行
さ
れ
た
。

こ
の
新
保
険
業
法
に
お
い
て
は
、
今
後
の
生
命
保
険
会
社
の
あ
り

か
た
に
つ
い
て
、
規
制
緩
和
、
自
由
化
に
よ
る
競
争
の
促
進
お
よ
び

平
成
七
年
度
生
保
決
算
の
概
要

七
七
　
(
九
九
三
)



表22　外国証券・海外融資・外貨預金残高の推移

平
成
七
年
度
生
保
決
算
の
概
要

H 3 年 度 H 4 年 度 H 5 年 度 H 6 年 度 H 7 年 度

金　 額 対総資産占率金　 額
対総資
産占率金　 額

対総資
産占率金　 額

対総資
産占率金　 額

対総資
産占率

外 国 証 券

億 円 % 億円　　 % 億円 % 億円 % 億円　　 %

173,941 12.3 166 ,405 10・8 137,175 8.2 125,778 7・2 132,920 7.2

うち　 株　 式 41.715 2.9 40 ,5 12 2 .6 39,487 2.4 37,392 2.1 35,435 1.9

海 外 融 資 62,778 4.4 59 ,0 73 3 .8 60,310 3・6 69, 709 4.0 71,631 3.9

外 貨 預 金 57,874 4.1 60 ,660 3 .9 110,523 6.6 65,941 3・8 56,711 3・1

事
業
の
効
率
化
、
事
業
の
健
全
性

の
維
持
、
公
正
な
事
業
運
営
の
確

保
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
業
法
改
正
に
伴
い

保
険
経
理
の
透
明
性
、
保
険
契
約

者
間
の
公
平
性
の
確
保
を
目
的
と

し
た
区
分
経
理
制
度
や
リ
ス
ク
管

理
体
制
の
整
備
な
ど
健
全
性
の
観

点
に
よ
る
ソ
ル
ベ
ン
シ
ー
・
マ
ー

ジ
ン
基
準
が
導
入
さ
れ
る
な
ど
、

生
命
保
険
経
営
に
お
い
て
資
産
・

負
債
の
総
合
的
な
管
理
お
よ
び
リ

ス
ク
管
理
体
制
の
充
実
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
平
成
八
年
度
に
は
、

損
害
保
険
会
社
の
生
保
子
会
社
参

入
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
生
命
保

険
会
社
の
販
売
体
制
の
見
直
し
も

迫
ら
れ
て
い
る
。

金
融
の
自
由
化
、
国
際
化
、
保

険
分
野
で
の
規
制
緩
和
が
進
展
す

七
八
　
(
九
九
四
)

る
一
方
で
、
生
命
保
険
会
社
の
直
面
す
る
リ
ス
ク
お
よ
び
業
務
内
容

が
多
様
化
、
複
雑
化
し
て
き
て
い
る
。

生
命
保
険
会
社
に
と
っ
て
は
、
今
ま
で
の
量
的
拡
大
を
求
め
た
経

営
か
ら
自
己
責
任
原
則
に
基
づ
い
た
、
内
部
管
理
体
制
、
リ
ス
ク
管

理
体
制
お
よ
び
資
産
運
用
体
制
の
充
実
・
強
化
へ
努
め
る
な
ど
質
の

高
い
経
営
を
目
指
し
、
保
険
契
約
者
等
の
利
益
の
増
進
を
図
る
こ
と

が
重
要
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。(

朝
日
生
命
　
経
理
課
　
副
長
)




